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は　じ　め　に

　各種エネルギー基地，工場，産業立地の新設あるいは増設に際しては，従来はいかに立地条件

に応じた建設を行なうかが主な目的であった。しかし，現在では事前に新しい人工施設の建設が

そこで生活している地域住艮の環境を荒廃させないか，さらに地域住民と共存している動物，植

物，それらの生態系を支えている大気，水，土壌などを汚染したり，環境を悪化させないかと

いうことが環境アセスメントとして，強く要語されている。とくに発電所の建設に際しては積極

的な環境アセスメントが資源エネルギー庁によって義務づけられている。それは単なる事前調査

としてのアセスメントだけでは不十分である。新しい施設が建設される過程において，さらに完

成後，稼働する間に周辺の環境に対して，直接間接にさまざまな影響を与えかねない危険性があ

る。

　したがって，環境アセスメントでは，事前調査と同時にアフタケアーともいうべき建設後のモ

ニタリングによる大気，水あるいは土壌の汚染についてさまざまの定点観測が行なわれている。

個々の要因として分析と1二｛来るSOx，　NOxなどはこのようなモニタリングによって監視が可能で

ある。しかし，人達も含めた生物その集団システムとしての生態系に影響するのは測定可能な個

々の要閣だけではない。現在，未知の要因も含めてあらゆる要因が総合されて，それが直接間接

に生物や生命集団に影響を及ぼすか否かこそ環境モニタリングの重要な淵的の一つであると考え

られる。

　植物を使った環境変化の指標としての糠雨は，例えばイオウ酸化物に敏感な地衣類を利用した

大気汚染の楚点，調査研究などが行なわれている（Steubing　L．！977他）。　しかし，個々の植物

の個体，その集団としての群落の動態を通しての総合的な環境との対応に関する研究は，まだ，

我国はもとより国際的にもほとんど行なわれていない。微妙な環境の変化を移動能力のない植物

は総合的に反映している。とくに森林群落を構成している樹木は長い間そこに定住していた地域

住民と共存している。したがって，過去から現在までのその場所の大気，水，土壌も含めた総合

的な環境の変化に対して，彼等は命を賭けて対応している。したがって，一見素朴に兇えるが，

総合的な環境の変化を適確に示しているのは植物群落の動態ともいえる。

　本報は福島県浜通りに位置している広野地区および周辺域における永久方形区による定期的な

植生調査結果である。この広野地区はすでに1979年から1980年にかけて，周辺域（半径30km

圏）も含めた現地植生調査が行なわれている（宮脇・村上・鈴木邦・鈴木伸・佐々木1981）。現

地における数多くの植生調査資料は19群集，33群落の植生単位にまとめられている。また現存植

脳潜磁然植生図一ヨ然囎は，それぞ漁楡煽論面痛愉揃・などで・

葡が作成されている。これらの植生調査結果を基礎に，1979年に策京電力㈱広野火力発電所の増

設，稼動開始も含め，これらの人為的な活動圧が周辺の環境にどのような影響を与えているかを
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植生の変化を通して総合的に把握することを1ヨ的としている。

　個々の植物と一癖の環境要心とのかかわりの調査研究は昔からいろいろと行なわれている。と

くにクレメンツ（Clements，　F．　E．1920）以来指標植物としての鉢植えの植物とその場所の環境

との対応などが1960年代のはじめ頃から行なわれている。我限でもアサガオを使った実験なども

ある。しかし，このような人為的な植物個体は生育管理が困難な々まかりでなく，一一而的な環境の

変化しか示し得ないおそれもある。

　一見素朴で，もっとも大規模な人工施設や各種工場，発電所などの稼働による環境へのインパ

クトが総合的に把握出来るのは，個々の個体や種の集合としての植物群落であり，現在までのあ

らゆる環境変化の生き証人とすら考えられる。このようなモニタリングシステムによる継続的な

調査研究を行なう場合に重要なことはベースになる自然環境，それに対応した生態系，また植物

群蕗がどのような状態であったかという，事前の十分な科学的基礎資料が必要である。幸に福島

県南東部の浜通り，広野地区周辺地域の植生はすでに我々がくわしい現地植生調査を行なってい

る（宮脇・村上・鈴木邦・鈴木伸・佐々木198！）。したがって基本的な広域植生調査結果をふま

えた植物群落の具体的な酉己分図としての現存ならびに潜在自然植生図を基礎にして今回の植生の

動態調査が行なわれている。基本的には広野のサイトから半径30km圏内の，植生調査されたそ

れぞれの地域において，立地的にも植生的にも1」藷来るだけ均質な植物群落，しかもそれが調査の

過程において，人為酌な影響を受けないことを規準に植生調査対象地域カミ選定されている。

　実際に選ばれた植物群落1ま広野地区の自然植生から代償植生まで代表的なイヌブナ，モミ，ケ

ヤキ，イヌシデ林などからアカマツ，クロマツ植林，スギ高紐，二次草原まで含めて多様な対象

が選ばれている。

　それぞれの植生に1芯じで1［1方形または長方形の永久方形区（permanent　quadrat）が！979年春

に設定されて以来，継続的な調査が続けられてきた。植生の動態を適確に把握するためにちよう

ど葦生が冬のきびしい状態から芽生えて，新芽を｛二1二1し，生育している春季，さらに十分な夏季の

生長活動を行なった落葉以前の秋との年2回を原則として追跡調査が！985年秋まで継続的に千：了な

われている。

　永久方形区による植物ならびに植物群落の調査に対しては投影図によるすべての種の配分模式

を描く，あるいは個々の個体のすべての生長を測定する方法などさまざまな方法が考えられる。

個体の動態から見れば，このような厳密な測定が必要である。植物群落を形成している種の組合

せとしての種の消長で見ていく場合には現実には従来，際際的にも行なわれている植物社会学的

な被度，湿度による調査法を総合し，総合的な動態の把握がむしろ将来に対して比較の基本とし

て，また個々の精度を細かくする程調査者による誤差の範1！ilが大きくなるのではないかという意

味においても話合な一つの調査法と考えられる。

　1979年～1985年の6年闇，10圓にわたる方形区の継続調査測定の結果が本報にまとめられてい

るg個々の種の階層別被度，群度など撮：的あるいは種の消滅や新しく加わるという質的な変化も
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含めて，かなりダイナミックにすべての植生調査地点で動いている。しかし，これらの変動には

草本植物を宅とする季節約な変動がまず考えられる。さらに二次林や代償値生では年と共に，そ

のヨ1二地本来の自然植イLへの進行的な遷移のプロセスにおける変動も考えられる。これらの植物群

落本来の動態プラス新しい施設あるいは発電所の稼動による変化との対応をどのように見分ける

かは現時点では多少の問題も残る。

　しかし，季節的変化さらに二次植生からの二次的なゆるやかな進行遷移また調査区の中では我

々の想定されたこと以外にも直接人為的な影響が加わっている場所もある。このような影響によ

る退行遷移なども総合的に考察されている。

　地球上の生命集國の発展のプロセス，とくに舗物群落の動態を把握する場合には，かなり時間

の系列を長くとらなければならない。現在までの6年間，！0回の調査ではまだ測定されていない

変化が今後予想される場合も少なくない。しかし現時点までの永久方形区による継続調査結果で

は秘境の急変による植物の個体や種の消滅の徴候は見られていない。さらに継続して調査を行な

い，7年，10年，15年そして20年と時間と共によりよい緑が形成される方向へむかってのきびし

い科学的批判眼と忍耐強い追跡調沓が期待される。同時に事業者側では現在まで要衝のとれてい

る植生を指標とした自然環境とエネルギー供給との総合的なシステムを破綻，荒廃させることの

ないよう生きた警報装概としての殖物群落が示す藻境変化の動態を把握し，地域住民の生存，生

活環境の維持保全策を策定する。同時によりよい人間の生活環境発展にi萌けての発生源対策を基

本にした十分な対応，緑豊かな発電所，産業立地環境の刺造へ向けての努力が継続的に望まれる。
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